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①臨床情報は匿名化し、管理・解析する。他機関への提供は行わない。
。
②患者背景に関する情報としては、年齢・性別・身長・体重を扱う。ま
た糖尿病ケトアシドーシスに関する情報としては、来院時の脈拍・血
圧・呼吸数、意識レベル（Glasgow Coma Scale）、血液検査データ（入
院時の血糖値、静脈血ガスpH、HCO3、CO2）、尿検査（ケトン体の有
無）、治療（輸液内容、インスリン投与量）
、脳浮腫の治療の有無とその治療内容を扱う。
③臨床情報の利用は、研究計画責任者のみとする。
④情報の管理は研究責任者の中谷（下記参照）が行う。

糖尿病ケトアシドーシスにおける脳浮腫の臨床的検討

武蔵野赤十字病院

所属　小児科　　　　　氏名　　　中谷　久恵　　　 

倫理委員会承認日　～　令和　5年 3月

糖尿病ケトアシドーシスは一定の死亡率を有する危機的状況である。特
に小児で多い1型糖尿病では糖尿病ケトアシドーシスを発症しやすいた
め注意が必要である。糖尿病ケトアシドーシスの死因の多くは脳浮腫と
言われており、糖尿病ケトアシドーシスの治療において脳浮腫の予防と
早期診断・早期治療は非常に重要である。一方で、脳浮腫の病態はまだ
不明な点も多く、臨床現場において適切に診断・治療を行うことが容易
ではない一面もある。そのため、小児における脳浮腫の頻度やリスク因
子、治療の実態を検討することが今後の脳浮腫の診療へ役立てることが
できると考えられる。

2010年4月～2021年3月に糖尿病ケトアシドーシスのため入院した16歳未
満の小児患者の診療録を後方視的に検討する。


